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1.制作の背景 
「お粥」と聞けばほとんどの日本人がどのようなものか想
像できるだろう。日本だけでなく中国や韓国などアジアを中
心に，お粥は世界中で食べられている。私が韓国を訪れた際,
街中で頻繁にお粥専門店を目にした。また大学の近くにある
専門店を実際に現地の学生が利用する姿を見て，若者にもお
粥という食文化が定着しているのだと感じた。そこで日本で
のお粥のイメージや位置づけを考えた。 
日本では「お粥」という単語から「白かゆ」や「病人食」
というイメージを連像する人が多く，決して日常的な食事と
いう位置づけではないと感じた。このように他の国では日常
的に食べられているお粥が日本では食べる機会が少なくあま
り良いイメージが持たれていないことに疑問を持った。そし
てお粥にはさまざまなメリットや日常的な食事にできるほど
の種類があると知られていないことが日本でのお粥のイメー
ジに繋がっていると考え，それらを多くの人に知ってもらう
ことで日々の食事に一つに取り入れてほしいと考えた。 
 
2.制作の目的 
口当たりや消化吸収が良く体調が優れないときに食べるこ 
とが多いお粥には，病気のとき以外でも体に良い効果がある 
と考えた。また，日常的な食事の一つとして定着している国 
があることからお粥には知られていない魅力があると考えた。 
そこでお粥が持つ効果や種類の豊富さを知ってもらえる専門 
店を提案し，お粥が普段の食事の一つに取り入れられ，もっ 
と身近なものになることを目的とした。 
 
3.お粥について 
お粥とは米を多めの水で炊いたもので消化吸収が良く，病
人や乳幼児に食べさせることが多い。味を付けずに水から炊
くことを本格とする考えもあるが，塩を加えたもの，茶で炊
くものなどもお粥と称しており，雑炊との区別の基準は明確
ではない。また中国のお粥は水分が多く，地方により塩や具
の有無がある。韓国では水分が少なく具が多い日本の雑炊に
近いものを多く目にした。お粥は胃に負担が少ないことに加
えて栄養の吸収が早く，少ない米の量でもお粥にすると量が
増え，水分の多さから満腹感を得やすくカロリーコントロー
ルに有効である。冬に限らず夏の人工的な体の冷えや新陳代
謝の滞りから体を守るなど日常的な食事に取り入れることで
期待できる効果がある。 
 
4.お粥専門店「Kayuru（カユル）」の提案 
コンセプトは「１カ月毎日異なるお粥が食べられる専門 店」
である。不調のときに限らず日頃からお粥を食べること の良
さを伝え，豊富な種類を知ってほしいという思いから１ カ月
毎日違うものが食べられるように 31 種類のメニューを 提供
する。お粥の定義を「多めの水分で米を炊いたもの」と し，
味付けの国籍を問わず白かゆから洋風，スイーツ粥まで 幅広
く提供する。ロゴは「粥」の文字に稲穂を組み合わせて デザ
インした。お粥を食べて体の調子を整えることが当たり 前に
なってほしいという意味を込めて，「お粥」を「食べ る」こ
とを「粥る（かゆる）」という新しい動詞で表現し， ブラン
ド名とした。 
ターゲットは 20，30 代の女性（学生，社会人）とし，忙 
しく生活習慣が乱れがちな日々にも通勤通学の際に購入でき 
るように，計画地を阪急梅田駅に直結する阪急三番街の地下 
2 階グルメ・ミュージアムの一角とした。 
お粥は店内での飲食とテイクアウトの両方で販売し，カウ 
ンターでの注文と，店外から見えるところにカウンター席を 
設けることで一人でも気軽に利用できるようにした。客席部 
分にはお粥のレシピや効能に関する本を置き，利用客が自由 
に読むことが出来る。 
店舗の通路側にはガラス張りのオープンキッチンを設け， 
お粥が炊ける様子が通行人から見えるようにした。また健康 
に良い効果があることを伝えるために冷蔵庫内の野菜など材 
料も見えるようにした。 
 
5.今後の課題 
お粥の種類の豊富さを伝えるためにお粥を炊いている鍋や 
使用するお椀を多く並べたが，通り過ぎる人が一目見ただけ 
では伝わらないと感じたため，完成したさまざまなお粥が店 
内からも見えるような店舗デザインが課題となった。 
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